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会  議  記  録  

 

高 松 市 附 属 機 関 等 の 設 置 、 運 営 等 に 関 す る 要 綱 の 規 定 に よ り 、 次 の と お り 会 議  

記 録 を 公 表 し ま す 。  

会  議  名  令 和 ６ 年 度 第 ２ 回 高 松 市 創 造 都 市 推 進 審 議 会  

 

開 催 日 時  令 和 ７ 年 ２ 月 １ ３ 日 （ 木 ）  午 後 １ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ３ 時 １ ０ 分  

開 催 場 所  高 松 市 役 所 １ １ 階 １ １ ４ 会 議 室  

議     題  

（ １ ） 会 長 ・ 副 会 長 の 選 任 等 に つ い て  

（ ２ ） 第 ３ 次 高 松 市 創 造 都 市 推 進 ビ ジ ョ ン に つ い て  

（ ３ ） 第 ３ 次 高 松 市 創 造 都 市 推 進 ビ ジ ョ ン に お け る 取 組 に つ い て  

（ ４ ） ユ ネ ス コ 創 造 都 市 ネ ッ ト ワ ー ク 加 盟 申 請 に つ い て （ 報 告 ）  

（ ５ ） そ の 他  

公 開 の 区 分    ■  公 開   □  一 部 公 開   □  非 公 開  

上 記 理 由   

出 席 委 員  
佐 々 木 委 員 、 原 委 員 、 神 髙 委 員 、 二 宮 委 員 、 中 村 委 員 、  

平 田 委 員 、 若 井 委 員 、 杉 ノ 内 委 員 、 俣 野 委 員 、 三 村 委 員  

事  務  局  

大 西 市 長 、 次 田 創 造 都 市 推 進 局 長 、辻下 創 造 都 市 推 進 局 次 長 、 幸

田 産 業 経 済 部 長 、 松 本 産 業 振 興 課 長 、 安 田 農 林 水 産 課 長 、 植 田 観

光 交 流 課 長 補 佐 、 平 井 産 業 振 興 課 長 補 佐 、 岡 本 産 業 振 興 課 創 造 産

業 係 長 、 伊 藤 産 業 振 興 課 主 事  

傍  聴  者      １   人   （ 定 員  ５  人 ）  

担 当 課 及 び

連 絡 先  

産 業 振 興 課  創 造 産 業 係  

８ ３ ９ － ２ ４ １ １  

    

審 議 経 過 及 び 審 議 結 果  

 

１  開 会  

 （ 市 長 挨 拶 及 び 出 席 委 員 ・ 事 務 局 紹 介 ）  

 

２  会 長 ・ 副 会 長 の 選 任 等 に つ い て  

 

 中村委員が佐々木委員を会長に推薦し、他の委員も承認。  

 

佐々木会長が原委員を副会長に指名。  
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審 議 経 過 及 び 審 議 結 果  

３  議 題 （ ２ ） 第 ３ 次 高 松 市 創 造 都 市 推 進 ビ ジ ョ ン に つ い て 及 び 議 題 （ ３ ） 第

３ 次 高 松 市 創 造 都 市 推 進 ビ ジ ョ ン に お け る 取 組 に つ い て  

 

【 事 務 局 】  

 （ 資 料 １ ・ 資 料 ２ に つ い て 説 明 ）  

 

【 会 長 】  

 委 員 の 皆 様 の 専 門 的 な 見 地 か ら 、 今 後 、 ８ 年 間 を 見 据 え て 、 「 独 創 」 の 取 組

に つ い て 、 御 意 見 を 伺 い た い 。  

 

【 委 員 】  

 高 松 市 が 取 り 組 ん で い る こ と の 成 果 が 出 て い る よ う に 感 じ た 。 今 後 の 取 組 に

つ い て も 注 目 し て い き た い 。  

 

【 委 員 】  

「 伝 統 的 も の づ く り 」 は 後 継 者 が お ら ず 、 衰 退 傾 向 に あ る 。 そ の よ う な 厳 し

い 状 況 下 で 、 行 政 と 力 を 合 わ せ て 立 て 直 し を 図 る た め 、 「 TAKAMATSU OPEN 

FACTORY」 の 開 催 に 協 力 し た 。 県 外 か ら 後 継 者 に な り た い 人 を 募 集 し た が 、

実 際 に は 観 光 気 分 の 参 加 者 が 多 く 、 後 継 者 に な り 得 る 人 材 発 掘 に は つ な が ら な

か っ た 。 参 加 者 募 集 の リ ー フ レ ッ ト 等 を 配 布 す る だ け で な く 、 開 催 の 趣 旨 に つ

い て 行 政 等 が 説 明 す る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 「 高 松 市 伝 統 的 も の づ く り 後 継 者 育 成 支 援 奨 励 金 」 に つ い て 、 １ 人 の

受 入 れ に つ き 、 最 大 で 年 間 ６ ０ 万 円 の 補 助 金 が 出 る が 、 令 和 ６ 年 度 は 予 算 が 少

な く 、 高 松 市 の 「 伝 統 的 も の づ く り 」 が ２ ３ 品 目 あ る な か で 十 分 で は な い 。 ロ

ゴ マ ー ク や Ｐ Ｒ 動 画 の よ う な 新 し い も の の 制 作 に ば か り 予 算 を 充 て る の で は な

く 、 何 百 年 と 歴 史 が あ る 「 伝 統 的 も の づ く り 」 の 分 野 に も っ と 予 算 を か け て ほ

し い 。 成 果 を 出 す つ も り で 行 政 に は 本 気 で 取 り 組 ん で い た だ き た い 。  

 

【 会 長 】  

 現 場 の 組 合 や 会 社 と し っ か り 打 ち 合 わ せ を し な け れ ば 、 す れ 違 い が 起 き て し

ま う 。 反 省 点 な ど は あ る か 。  

 

【 産 業 振 興 課 】  

 「 TAKAMATSU OPEN FACTORY」 に つ い て は 、 本 市 主 催 で 初 め て 開 催 し た

た め 、 手 探 り の 状 態 だ っ た 。 高 松 市 の 「 伝 統 的 も の づ く り 」 は ２ ３ 品 目 あ る

が 、 ど れ も 後 継 者 不 足 が 課 題 で あ る 。 今 年 度 は 、 庵 治 石 と 香 川 漆 器 の 分 野 に 限
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っ て 開 催 し た が 、 将 来 的 に は 他 の 品 目 に 広 げ て い き た い 。  

 参 加 者 や 産 地 へ の ヒ ア リ ン グ を 通 じ て 改 善 し な が ら 、 次 年 度 以 降 、 引 き 続 き

実 施 し て い く 予 定 で あ る 。  

 

【 会 長 】  

 福 井 県 鯖 江 市 ・ 越 前 市 ・ 越 前 町 全 域 で 開 催 し て い る 「 RENEW」 の よ う な 成

功 事 例 を 参 考 に し な が ら 事 業 改 善 に 努 め て ほ し い 。  

 

【 委 員 】  

 不 登 校 児 に は 、 音 楽 や 美 術 な ど の 芸 術 が 得 意 な 子 ど も が 多 い が 、 不 登 校 で あ

っ た り 、 学 習 障 害 が あ っ た り す る た め に 、 美 術 大 学 や 工 芸 高 校 へ の 進 学 が か な

わ な い 子 ど も も い る 。 現 行 の 学 校 の 教 育 プ ロ グ ラ ム に 馴 染 め な か っ た 子 ど も で

も 、 庵 治 石 な ど の 伝 統 工 芸 分 野 の 担 い 手 と し て は 活 躍 で き る か も し れ な い 。 教

育 ・ 福 祉 の 分 野 と 伝 統 文 化 の 継 承 と い っ た 産 業 分 野 を う ま く 紐 づ け ら れ る と 良

い 。  

 

【 会 長 】  

 全 国 の 創 造 都 市 の 中 に は 、 障 が い 者 ア ー ト や 農 福 連 携 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で

い る 自 治 体 も あ る 。  

伝 統 工 芸 ×障 が い 者 の よ う に 、 分 野 を 超 え た 連 携 を 考 え る の も 良 い 。  

 

【 委 員 】  

 鬼 無 ・ 国 分 寺 地 域 で の 、 欧 米 豪 の 富 裕 層 を タ ー ゲ ッ ト と し た 高 松 盆 栽 の 振

興 ・ PR の 取 組 に つ い て は 、 ニ ュ ー ス で 見 か け た こ と が あ る 。 香 川 県 と も 連 携

し て い る の か 。  

 

【 農 林 水 産 課 】  

 「 地 域 一 体 と な っ た 高 松 BONSAI コ ン テ ン ツ 創 造 事 業 」 に つ い て は 、 市 の 単

独 事 業 で あ る 。 一 方 、 県 に つ い て は 、 海 外 に 向 け た 取 組 と し て 、 特 に 、 ヨ ー ロ

ッ パ で の 盆 栽 の Ｐ Ｒ 活 動 を 進 め て い る 。 令 和 ６ 年 度 に つ い て は 、 高 松 盆 栽 の 生

産 者 に 協 力 い た だ き 、 フ ラ ン ス で 盆 栽 デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン を 行 う な ど 、 県 と

市 が 協 力 し 、 海 外 へ の 盆 栽 の 普 及 ・ PR を 推 進 し て い る 。 今 後 も 機 会 を 捉 え

て 、 取 り 組 む 予 定 で あ る 。  

  

【 委 員 】  

 鬼 無 ・ 国 分 寺 地 域 に フ ラ ン ス か ら 視 察 が 来 て い た こ と や 、 フ ラ ン ス で Ｐ Ｒ 活

動 を 行 っ て い た こ と を 後 か ら 知 っ た 。 事 前 に 知 ら せ て も ら え れ ば 、 香 川 日 仏 協



4 

会 と し て 連 携 ・ 協 力 が で き た と 思 う 。 例 え ば 、 パ リ （ フ ラ ン ス ） に 香 川 県 人 会

を 作 っ た 。 こ の 県 人 会 の 代 表 は 高 松 市 出 身 な の で 、 事 前 に 相 談 し て も ら え れ

ば 、 現 地 対 応 な ど 協 力 す る こ と が で き た 。  

世 界 都 市 高 松 の 実 現 の た め 、 横 の 連 携 等 の 情 報 共 有 ・ 情 報 交 換 を 行 い 、 ネ ッ

ト ワ ー ク を 有 効 活 用 し て ほ し い 。  

  

【 委 員 】  

 議 題 の 中 で 紹 介 さ れ た 事 業 に つ い て 、 ほ と ん ど 知 ら な か っ た 。 情 報 発 信 に 課

題 が あ る よ う に 感 じ る 。  

 ま た 、 1 つ 1 つ の 事 業 が ビ ジ ネ ス と し て 利 益 を 生 み 出 し 、 維 持 し て い け る 仕

組 づ く り が 必 要 で あ る 。  

 

【 委 員 】  

 令 和 2 年 の 法 改 正 に よ り 、 灯 台 の 各 種 利 用 が 容 易 に な り 、 海 上 保 安 庁 も 活 用

促 進 を 行 っ て い る 。 私 自 身 も 別 地 域 で 灯 台 の 観 光 活 用 に 関 わ っ て お り 、 そ の 地

域 か ら は 多 く の 興 味 深 い 逸 話 や 地 元 の 愛 着 を 感 じ る エ ピ ソ ー ド を 聞 く こ と が あ

る 。 ま た 、 灯 台 と 併 設 さ れ て い る 官 舎 を 宿 泊 施 設 と し て 利 用 す る 試 み な ど 、 ビ

ジ ネ ス の 観 点 か ら の 利 用 も 検 討 さ れ て い る 。 男 木 島 と 女 木 島 は 海 上 に 位 置 す る

美 し い 場 所 で あ り 、 そ の 地 域 の 文 化 や 観 光 資 源 を 最 大 限 に 活 用 し て 活 性 化 に つ

な げ ら れ る と よ い 。  

 

 【 委 員 】  

新 規 の 取 組 に は 失 敗 も あ る が 、 そ の 挑 戦 そ の も の が 重 要 で あ り 、 進 捗 状 況 や

結 果 を し っ か り 伝 え る こ と が 大 切 で あ る 。 し か し 、 高 松 市 の 最 新 の 情 報 が 常 に

更 新 さ れ て い る と は 言 え ず 、 こ れ は 致 命 的 で あ る 。 例 え ば 、 「 TAKAMATSU 

OPEN FACTORY」 の Ｈ Ｐ を 調 べ る と 、 高 松 市 の ホ ー ム ペ ー ジ は 内 容 が 削 除 さ

れ て い て 情 報 が 得 ら れ な か っ た 。 こ れ で は 、 行 政 の 活 動 が 伝 わ ら な い 。 予 算 ・

決 算 を 含 め て 公 表 す る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 目 指 す 将 来 像 と し て 「 芸 術 指 数 」 が 高 い ま ち を 掲 げ て い る が 、 芸 術 に

関 わ る 市 民 の 比 率 を 教 え て ほ し い 。  

 

【 産 業 振 興 課 】  

「 TAKAMATSU OPEN FACTORY」 に つ い て は 、 約 1２ 0 万 円 で 実 施 し た 。 ご

指 摘 の と お り 、 イ ベ ン ト が 終 了 し て か ら 、 現 在 、 Ｈ Ｐ を 見 ら れ な い 状 態 に な っ

て い る の で 実 施 経 過 に つ い て 掲 載 し た い 。  
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【 文 化 芸 術 振 興 課 】  

 令 和 ５ 年 度 の ア ン ケ ー ト 調 査 で は 、 「 自 身 が 文 化 芸 術 活 動 を し た 人 の 割 合 」

は １ ７ ％ 、 「 文 化 芸 術 を 鑑 賞 し た 人 の 割 合 」 は ５ １ ． ９ ％ 、 「 文 化 芸 術 が 盛 ん

な ま ち だ と 感 じ る 人 の 割 合 」 は ４ ８ ． ５ ％ で あ っ た 。  

ア ー ツ カ ウ ン シ ル 等 に よ る 支 援 活 動 を 通 じ 、 こ れ ら の 数 値 を 高 め て い き た

い 。  

 

【 委 員 】  

独 創 的 な 高 松 を 考 え た 時 に 、 海 が あ る 環 境 を い か し た 新 し い ブ ラ ン ド 、 例 え

ば 「 海 か ら 見 る 灯 台 め ぐ り 」 な ど よ い の で は と 感 じ た 。  

ま た 、 大 学 の 教 員 を し て い る が 、 大 学 は 行 政 と 関 わ り が 浅 く 、 面 白 い 取 組 を

し て い て も 行 政 に 伝 わ っ て い な い 。 今 後 の ユ ネ ス コ 創 造 都 市 ネ ッ ト ワ ー ク へ の

加 盟 を 見 据 え て 、 行 政 と し て 、 大 学 に ア ン テ ナ を 張 っ て 、 情 報 を 仕 入 れ 、 連

携 ・ 協 力 し て い く 機 会 を 捉 え る 必 要 が あ る 。  

 

【 副 会 長 】  

他 の 委 員 の 話 の 中 で 、 居 場 所 づ く り や 協 力 ・ 連 携 、 ア ッ プ デ ー ト な ど 様 々 な

ワ ー ド が 出 て き た が 、 そ れ ら を リ ー ド す る 中 心 と な る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム や 仕 掛

け が 必 要 に な る と 感 じ た 。 高 松 市 は 、 文 化 ・ 観 光 ・ ス ポ ー ツ 部 と 産 業 経 済 部 が

同 じ 局 に あ る 組 織 体 制 の た め 、 他 の 都 市 よ り も 横 の つ な が り や プ ラ ッ ト フ ォ ー

ム を 作 り や す い の で は な い か 。  

観 光 交 流 課 の 事 業 と し て 、 「 Summer Pockets」 を 活 用 し た 男 木 島 ・ 女 木 島

の 観 光 コ ン テ ン ツ 整 備 が 紹 介 さ れ て い た が 、 ゲ ー ム が 持 つ 影 響 力 は と て も 大 き

い 。 「 Summer Pockets」 に 絡 め て ゲ ー ム 的 な 思 考 を 活 用 す れ ば 、 自 分 ご と と

し て 考 え る き っ か け に な る 。  

資 源 の 有 効 活 用 や 情 報 の 発 信 が 今 後 、 重 要 と な る 。 会 議 に 参 加 し て い る 各 分

野 の 委 員 か ら 1 つ で も 具 体 的 な ア イ デ ア が 生 ま れ れ ば よ い 。  

 

【 会 長 】  

 香 川 漆 器 と 輪 島 塗 の コ ラ ボ 作 品 の 制 作 の よ う な 、 被 災 地 に 光 が 当 た る よ う な

事 業 は す ば ら し い と 思 う 。  

高 松 市 の 特 徴 的 な 事 業 と し て 「 芸 術 士 派 遣 事 業 」 が あ る が 、 始 め は 小 さ な 予

算 で 始 め て 、 評 価 を 得 る に つ れ て 予 算 が 増 え た 。 盆 栽 、 庵 治 石 な ど 、 様 々 な 分

野 で 新 し い 事 業 が 生 ま れ て い る の で 、 改 善 し な が ら 実 行 し て い く と よ い 。  

 

４  議 題 （ ４ ） ユ ネ ス コ 創 造 都 市 ネ ッ ト ワ ー ク 加 盟 申 請 に つ い て （ 報 告 ）  



6 

 

【 事 務 局 】  

 （ 資 料 ３ に つ い て 説 明 ）  

 

質問・意見なし。  

 

５  閉 会  

 

 


